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短

報

泉

州

入

会

紛

争

志

大

越

勝

秋

一、

泉
州
多
奈
川
山
郷
に
お
け
る
軽
い
入
会
粉
争

ω
入
会
山

和
泉
地
方
k
h
x
け
る
入
会
山
と
山
町
却
の
分
布
え
つ
h

て
は
、
昭
和
四
円
)
(
一

九
六
五
)
年
四
月
二
包
の
日
本
地
理
学
会
た
報
告
し
た
(
図

1

)
。

。
邑
ま
J

午
ヲ

ゆ

山

郷

入
会
山
は
そ
の
所
有
形
態
か
ら
大
別
す
る
と
、

ω単
独
の
村
落
が
入
会
山
を

所
有
す
る
も
の
、

ωこ
か
村
以
上
の
村
落
が
入
会
山
を
所
有
す
る
も
の
、
の
二

種
類
と
走
る
。
こ
か
村
以
上
の
村
落
が
結
合
し
て
、
入
会
山
を
用
益
す
る
と
き
、

そ
れ
ら
の
村
々
は
山
郷
と
呼
ば
れ
る
。

学
会
に
報
告
後
、

古
文
書
士
ど
に
よ
る
調
査
の
結
果
、
著
干
の
補
正
の
要
を

生
じ
、
拙
書
「
宮
墜
!
和
泉
地
方
に
企
け
る
総
合
的
研
究

s

」
の
中
に
収
載
し

補
訂
し
た
(
図

2

)
。

ゆ
泉
南
郡
岬
町
多
奈
川
地
区
に
お
け
る
入
会
山

岬
町
ぱ
大
阪
府
の
南
西
端
、
和
泉
山
脈
を
も
っ
て
和
歌
山
県
だ
麓
接
し
て
い

る
。
現
在
、
山
郷
は
み
ム
一
一
れ
乏
い
。
入
会
山
が
大
字
別
に
存
在
し
て
い
る
。
岬

町
の
区
域
の
う
ち
、
旧
多
奈
川
地
区
の
入
会
山
に
つ
い
て
触
れ
る
ζ

と
に
し
た
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十
へ
字
谷
川
三
三
四
八
番
地
の

一
人
二
町
二
段
六
歩

品川〉毘

~ mJ 

二
三
四
九
番
地
の

町

一
二
三
五

O
番
地
の
三

三
三
五
一
番
地
の
一

一
五
町
八
畝
一
歩

五
二
町
一
段
四
畝

三
三
五
一
番
地
の
四

五
町
三
段

西
畑大

{
子
西
畑
一
五
九
五
香
川
泡
の
四

田
町
一
五
段
六
鼓
八
歩

一
五
九
五
番
抽
出
の
一
六

一
町
田
山
一
九
四
思

東
焔大

字
古
木
畑
字
東
山
三
二
一
一
九
一
番
地
心

四
二
町
五
段
六
畝

{
子
東
山
三
三
五
二
番
地

E
O町

谷
川
は
谷
川
財
産
一
区
が
管
理

L
、
共
有
山
委
員
長
一
人
、
会
計
一
人
、
委
員

五
人
か
ら
な
る
G

任
期
は
四
年
、
岬
町
議
会
の
推
薦
だ
よ
わ
岬
町
長
が
委
嘱
し

て
同
る
。
国
有
林
が
六
町
歩
、
向
リ
有
林
が
四
つ
町
山
本
一
あ
る
G

府
有
林
は
五
(
}
)
年

』
早
期
、
府
と
谷
川
こ
の
今
収
志
士
山
六
対
四
こ
な
っ
て
凶
る
c

谷
川
財
産
一
込
共
有一

林
は
二
三
二
町
JmZ
心
。
松
・
杉
・
椿
二
い
け
士
山
い
が
、

そ
の
他
の
発
は
町
長
の

自
由
と
J

な
っ
て
い
る
-
造
林
立
収
益
金
で
人
手
、
を
布
と
っ
て
や
勺
て
い
る
c

東
泡
ば
一
束
熔
森
林
会
J
J

入
会
山
を
管
理
し
て
い
る
e

会
長
一
人
・
理
事
四
人

-
監
事
三
人
・
会
一
計
一
人
の
役
員
一
か
選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
。
東
畑
住
民
全

部
に
権
利
が
あ
れ
，
、
日
再
転
し
ム

J-Z十、
H
r
F

寸
る
こ
と
こ
を
{
一
て
い
-
む
。
松
・
杉
士

ど
の
穏
林
し
た
樹
木
己
採
取
禁
止
?
と
士
的
、
雑
木
(
山
桃
E

桜
・

Hm
・
橋
・
じ
」

ん
寸
杓
以
外
)
の
摂
取
は

E
出
ー
と
士
(
一
て
山
司
心
c

桂一一斗
JU
↑送手

U
F
Z
r
-
入
札
し

て
い
る
、
開
墾
は
規
定
J
J

糸
町
、
場
』
(
一
に
だ
よ
り
一
人
以
一
二
↑
久
~
?
を
限
度
炉
「
ν

て

貸
付
け
て
同
司
令
G

J

前
ニ
好
・
造
林
公
女
子
も
入
れ
村
人
。
奉
仕
だ
よ
ー
η
行
っ
て
円

る
c

杯
者
一
の
修
遼
〈
奈
落
で
、
入
ム
一
一
山
A
A
v
d

科
三
て
よ
う
て
一
行
っ
て
い
る
c

規
約

違
反
者
え
ば
内
規
だ
よ
い
り
制
裁
を
加
え
る
。
放
火
・
刑
法
制
蒙
を
う
付
↑
-
4
0

は
失
格
者
と
し
て
凶
る
。
公
租
は
入
ム
一
一
山
の
収
益
金
よ
句
出
し
て
凶
る
じ

(4) 

多
奈
川
山
郷

前
述
の
よ
う
に
現
在
は
山
郷
は
み
ら
れ
念
い
つ
大
字
別
だ
財
産
区
・
森
林
ム
一
一

の
L
Aノ
4
4

形
で
入
会
山
が
管
理
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
烹
但
共
有
文
書
官
一
七
「

七
(
宝
永
田
}
」
仲
十
八
日
1

作
製
の
入
ム
一
一
林
野
法
習
を
λ
一
る
と
、
近
川
市
一
三
九
ふ
け

42景

山
川
多
奈
川
山
名
ぽ

泉
州
側
:
:
白
根
蕊
谷
川
村
・
一
東
畑
村
・
西
一
地
村
(
現
在
泉
一
回
託
岬
町
)

。
二
一
か
付

紀
州
側
:
:
海
士
郡
木
本
村
・
山
下
村
・
芝
村
・
小
選
村
・
西
庄
村
・
新

1 7 

田
村
ほ
か
一
か
村
ゐ
一
計
七
か
付
「
現
在
和
歌
山
市
)

千
二
e
n

て
、
(
叱
川
側
ぱ
ザ

EJFr下
請
と
し
て
毎
年
一
(
」
十
台
四
斗
二
一
升
を
い
竹
川
村

へ
納
め
、

野
山
立
合
、
柴
草
刈
一
を
左
し
て
き
だ
c

こ
れ
ら
を
多
烹
川
山
名

L
Z

つ
け
て
呼
ぶ
こ
と
に

L
た。

F
h
u
 

入
会
紛
争
事
件
の
筏
要

一
七
と
と
(
宝
水
四
)
仕
一
四
月
、
{
奈
川
畑
ヨ
根
託
業
畑
付
・
西
焔
村
の
き
林
・

田
地
h
u

知
一
代
の
へ
問
む
吉
岡
き
ほ
ど
の
永
荒
場
に
で
き
十
一
竹
木
今
一
紀
州
使
七
か
村

が
人
込
み
伐
取
っ

ι~
。
そ
こ
で
泉
州
事
、
泊
村
・
酉
畑
付
が
紀
州
奉
行
へ
訴
丘
南
町

上
げ
六
い
と
し
て
、
先
ず
紀
州
大
庄
屋
高
筏
t

皇
太
夫
(
松
江
村
二
々
へ
吉
一
E
J竺

長
山
山
'
し
よ
}
の
で
あ
一
百
七
c

高
橋
憲
十
二
六
は
一
黒
川
町
J

山
中
村
土
佐
'
一
喜
左
衛
門
方
1
r
f
r
h

れ
、
さ
一
h

「
~
泉
州
大
庄
屋
山
中
主
兵
衛
方
へ
今
一
ム
J

れ、

紀
州
七
か
村
・
6

れ
ド
十
白
畑

叫
刊
の
竹
十
爪
ー
を
伐
取
司
一
だ
と
と
は
考
え
違
一
い
で
乳
ウ
ぇ
。

つ
い
て
は
伐
取
っ
~
一
民



所
を
前
々
通
り
林
だ
い
た
し
、
内
々
で
棺
済
泡
!
す
よ
う
に
さ
れ
た
凶
と
申
さ
れ

た

つ
い
で
山
中
庄
兵
衛
・
川
村
庄
八
(
絞
輪
村
大
庄
屋
)
方
か
ら
両
畑
村
へ
伝

号
一
口
し
た
結
果
、
得
心
を
す
る
と
と
と
左
っ
た
。

川
川
和
談
・
芳
見
石
・
芳
見
帳
・
入
会
林
野
絵
図
面
の
作
成

「
和
談
双
方
立
合
:
:
委
縮
方
見
を
も
っ
て
穏
を
引
き
相
改
」
と
あ
る
。
方

見
一
幻
の
よ
で
磁
石
を
用
凶
て
十
一
刀
角
を
ほ
か
旬
、
方
見
帳
に
記
し
置
い
た
。

東
境
:
:
泉
川
笠
宮
村
・

4
h村
峯
通
水
流

限
南
西
:
:
紀
泉
の
は
呪
峯
通
水
流

限
北
・
・
:
谷
川
村
内
山
脇
i
E
之
谷
、
石
投
古
佐
・
加
自
宅

4
句、

ゃ
く
ま
山
之

一
向
峯
・
事
、
師
団
村
三
味
山
之
一
問
峯
通

入
会
林
野
絵
図
面
(
積
一
四
三
セ
ン
ヰ
、
縦
一
四

0
・
=
一
セ
ン
チ
)
を
作
製
し

ぇ
。
紀
州
七
か
村
は
自
今
以
後
、
西
偲
村
の
林
の
竹
木
を
伐
取
ら
左
凶
。
ま
た

野
山
立
合
山
へ
前
畑
村
か
ら
J

無
断
で
進
入
し
て
き
た
が
、
今
後
は
少
し
も
は
え

出
し
串
間
敷
侯
L
」
裏
金
国
連
判
し
た
。

籍
作
村
大
正
崖

庄
戸
共
有

告

山
由

拡
同
輪
村
H

村

庄

八

@。

山
中
村
e

+一生一

喜
左
衛
門
@

海
士
郡

中
村

聖堂

賀

大
庄
屋

才

助

@@  

松
江

高
橋

重
太
夫

谷
川
村
庄
星

市
左
衛
門
⑤

， 

治
兵
衛

泊二、
冷:i.... 

芸書

亡

告

東
畑
村
庄
屋

中
心
三
日
ゆ

~þ 

否
畑
村
庄
星

孫
太
夫

争母

， 

半
兵
エ

木
本
村
正
屋

安
之
桑

@ 

西
空
村
，

弥
市
郎

窃

小
屋
村
，

六
右
ヱ
門
寄

新
田
村
，

十
一
口
太
夫

@ 

入
会
林
絵
図
は
入
会
紛
争
の
あ
る
と
と
ろ
何
処
に
で
も
あ
る
と
い
っ
て
よ
凶
。

泉
南
町
叫
崎
町
の
民
有
林
に
は
「
さ
同
め
石
」
が
会
か
れ
て
い
る
。
入
会
山
に
は

方
見
石
を
一
一
b
v
h

て
方
角
を
磁
石
で
は
か
あ
り
方
見
帳
に
記
し
て
凶
る
c

入
会
林
野

絵
図
作
成
方
法
を
示
し
て
い
る
点
で
興
味
深
い
。

(7) 

山
郷
と
大
産
屋

18 

近
世

k
h
v
け
る
村
役
人
の
一
人
と
し
て
庄
震
が
あ
る
ほ
か
十
八
庄
屋
が
み
九
一
れ

る
。
多
奈
川
山
由
却
に
な
け
る
入
会
紛
争
で
紀
州
藩
の
山
奉
行
に
訴
え
る
前
げ
に
ミ

入
会
山
・
宮
盗
・
用
水
・
漁
業
権
の
よ
う
左
二
か
村
以
よ

い
い
か
え
る
と
郷

村
花
関
す
る
問
題
が
台
こ
る
と
そ
の
間
に
立
会
凶
斡
旋
回
解
決
に
つ
と
め
る
の
が

大
庄
屋
の
役
劃
と
み
ら
れ
る
。
多
奈
川
山
授
だ
な
け
る
入
会
紛
争
だ
紀
州
鰐
・

泉
州
側
と
も
大
庄
屋
の
活
躍
が
み
ら
れ
る
。

い
苧
え
ら
平
ま
ご
う

二

、

稲

倉

山

郷

と

鶴

原

村

稲
倉
山
郷
に
お
け
る
入
会
慣
行
と
特
殊
慣
行

ね

?

一

円

ミ

F
内、

稲
倉
山
は
和
泉
国
日
根
託
日
根
野
村
に
あ
っ
究
野
山
で
あ
る
。
現
'
一
在
の
泉
佐

(1) 
野
市
日
根
野
の
稲
倉
池
付
近
に
老
町
、
小
富
士
山
ぽ
海
一
銭
二
六

0
メ
ー
ト
ル
あ

る
。
台
帳
の
一
週
積
九
九
・
一
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
(

一
(
い
い
)
八
町
)
、
実
測
二
八
二
・
二

三
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
(
二
八
田
町
六
段
)
。
古
く
は
白
根
郡
日
根
野
村
・
長
滝
村



き
わ
与
も
か
と
お

η

-
佐
野
村
{
町
)
・
旧
北
中
通
村
の
う
ち
中
庄
村
・
上
瓦
屋
村
・
下
瓦
屋
村
の

六
か
村
の
入
会
山
を
な
し
た
。
こ
の
六
か
村
を
稲
倉
山
郷
と
称
し
、
旧
北
中
通

村
で
も
旧
鶴
原
村
(
陸
方
・
浦
方
と
あ
る
)
は
稲
倉
山
郷
に
入
ら
老
い
。

稲
倉
山
郷
の
村
々
は
一
定
の
山
年
貢
を
納
め
、
松
・
杉
・
槍
以
外
柴
は
自
由

に
伐
採
す
る
と
と
が
で
き
た
し
、
下
草
刈
も
な
し
て
き
た
。
現
在
と
異
左
り
、

近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
家
の
燃
料
は
山
か
ら
供
給
さ
れ
、
牛
の
飼
料
や
田
畑

の
肥
料
は
入
会
山
左
ど
の
下
草
を
刈
っ
て
あ
て
が
わ
れ
て
い
た
。
す
べ
て
自
給

自
足
の
経
済
で
あ
っ
た
か
ら
村
で
は
入
会
山
は
重
要
な
役
目
を
な
し
て
き
た
。

山
郷
の
各
村
の
松
茸
は
九
月
一
六
自
に
入
札
競
売
に
付
し
て
、
彼
岸
す
ぎ
の

一
O
月
一
ば
い
入
山
を
禁
止
し
て
き
た
。
利
益
は
町
や
村
で
処
分
す
る
。
造
林

ひや
J

、

は
日
役
と
い
っ
て
村
中
各
戸
か
ら
出
て
苗
木
を
も
ら
っ
て
構
え
付
け
、
林
道
の

'臣官U1eぱ.

18 上之轟村

修
理
は
大
阪
府
の
補
助
金
と
地
元
の
負
担
金
を
合
計
し
た
経
貸
で
行
念
っ
た
。

特
殊
慣
行
と
し
て
松
茸
市
が
あ
っ
た
。
稲
倉
山
都
に
隣
接
し
て
字
別
所
谷
、

字
長
谷
付
近
は
日
摂
野
の
古
く
か
ら
の
私
有
林
で
一
一
四
・
八
四
ヘ
ク

p
i
ル

(
一
一
五
町
八
段
)
ほ
ど
あ
る
。

と
の
地
区
の
松
茸
は
そ
の
山
の
所
有
者
は
白

由
児
と
る
と
と
は
で
き
左
い
。

つ
ま
り
松
茸
の
管
理
は
日
根
野
村
の
各
字
か
ら

出
た
七
人
づ
つ
の
山
世
話
人
が
な
し
、

九
月
一
六
日
に
旧
日
根
野
村
役
場
で
、

日
根
野
村
全
体
の
松
茸
と
い
っ
し
ょ

K
入
札
競
売
し
、
山
の
所
有
者
は
代
金
を

山
世
話
人
陀
渡
し
、
林
道
の
修
理
維
持
費

K
あ
て
る
走
ら
わ
し
で
あ
る
。
そ
の

年
、
金
が
あ
ま
れ
ば
残
金
と
し
て
山
の
所
有
者
に
返
し
た
。
終
戦
後
、

こ
の
松

茸
市
は
行
左
わ
れ
て
い
な
い
。
自
分
の
所
有
の
山
林
内
の
徐
茸
は
所
有
者
が
自

自
に
処
分
し
た
い
と
の
要
望
も
あ
っ
た
が
、
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乙
の
特
殊
慣
行
は
長
〈
つ
づ

山山た。

(2) 
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揺
倉
山
分
割
後
の
入
会
面
積

稲
倉
山
入
会
山
は
旧
自
慢
野
村
ほ
か
五
か
村
の
稲
倉
山

郷
の
共
有
で
あ
っ
た
の
が
、

何
時
山
郷
が
解
体
し
た
の
で

泉佐野市稲倉山の入会山分割図

あ
ろ
う
か
。
私
が
調
査
し
た
の
は
昭
和
二
五
年
で
史
料
も

~ 
〈

わ
か
ら
左
か
っ
た
。
解
体
し
た
入
会
山
の
面
積
に

つ
い
て
触
れ
る
と
と

K
し
た
い
。

ュ
!
ブ
リ
を
中
心
と
し
た
旧
北
中
通
村
共
有
山

九

町
一
段
五
畝
二

O
歩

そ
の
後
東
詳
紡
へ
売
却

丸
山
を
中
心
と
し
た
旧
佐
野
町
共
有
山

五
二
反
四

"" ~ 

長
滝
山
を
中
心
と
し
た
旧
長
滝
村
共
有
山

天
上
谷
・
滝
谷
口
・
花
折
を
中
心
と
し
た
旧
日
根
野
村

一
町
六
段

図 4.

共
有
山

一
五
町
六
段



昭
和
二
九
年
旧
日
根
野
村
は
泉
佐
野
市
へ
合
併
、
合
併
後
売
却

学
校
山
を
中
心
と
し
た
旧
日
根
野
の
学
校
林

三
町
二
段
一
畝
二
ニ
歩

中
学
校
を
建
築
す
る
た
め
売
却
、
私
有
林
と
な
る
。

軍
人
会
山

九
段
二
畝
二
六
歩

在
郷
軍
人
会
が
下
車
種
栽
を
し
て
き
た
が
、

終
戦
後
私
有
林
と
念
る
。

針
涯
を
中
心
と
し
た
旧
日
根
野
村
若
手
共
有
林

一
町
歩

長
滝
山

も
と
旧
佐
野
町
の
明
有
で
あ
っ
た

長
滝
地
区
所
有

一
町
六
段

東
池
の
あ
た
句
が
長
滝
山
で
あ
っ
た
の
を
、
昭
和
一
七
年
二
一
月
工
事

に
着
手
し
、
昭
和
二
五
年
本
格
的
ま
工
事
を
間
開
始
し
、
昭
和
三
二
忘
四

月
完
成
し
た
稲
倉
池
の
た
め
、
旧
佐
野
町
と
交
換
し
品
二

現
在
、
稲
倉
山
郷
は
旧
町
村
別
に
分
割
さ
れ
、
共
有
山
に
売
却
さ
れ
て
稲
倉

池
の
保
安
林
、

旧
日
根
野
村
西
出
共
有
山
が
残
る
ほ
か
は
解
体
し
て
、
そ
の
姿

を
と
ど
め
て
い
ま
い
現
況
で
あ
る
。

ゆ
稲
倉
山
入
会
紛
争
経
過

a
E
-
a
u
z
t
 

と
の
根
本
資
料
ば
目
家
文
書
で
あ
ろ
ろ
と
考
え
ら
れ
る
が
見
る
と
と
が
で
き

左
か
っ
た
の
で
、
北
中
通
村
役
場
発
行
(
相
沢
正
彦
氏
執
筆
)
だ
よ
か
か
る
北
中

通
村
誌
に
収
載
さ
れ
た
史
料
え
よ
司
て
、
北
中
通
村
鶴
原
(
と
こ
で
は
鶴
原
村

と
い
う
)
と
稲
倉
山
郷
土
の
間
の
入
会
紛
争
経
過
を
の
べ
て
み
る
と
と
に
す
る
。

一
八
六
三
(
文
久
三
亥
)
年
一
一
一
月
九
日
に
鶴
原
村
遠
方
の
者
が
自
慢
野
村

稲
倉
山
へ
下
草
刈
取
に
入
っ
た
。
佐
野
・
長
滝
二
村
民
が
発
見
し
た
e

申
合
ぜ

に
よ
り
器
具
衣
類
を
没
収
し
て
鶴
原
村
民
を
追
山
一
定
し
た
。
鶴
原
村
庄
屋
ば
白

今

e
A
U
'九

根
野
村
の
大
庄
屋
呂
源
六
と
話
合
っ
た
が
ま
と
ま
と
よ
。
右
山
道
具
衣
額
を

遮
し
て
も
ら
い
た
い
と
同
年
一
二
月
一
八
日
岸
和
田
藩
の
山
奉
行
に
訴
え
た
。

翌
一
八
六
回
(
元
治
一
足
甲
子
)
年
二
月
だ
鶴
原
村
浦
詮
の
役
人
た
ち
が
母
和

田
着
山
奉
行
に
嘆
願
書
を
提
出
し
た
。

そ
の
嘆
願
書
の
内
容
は
、
①
稲
倉
山
は

B
根
野
村
・
長
滝
村
・
佐
野
村
・
下
瓦
屋
村
・
上
瓦
屋
村
・
中
庄
村
と
鶴
原
村

浦
笹
七
か
村
の
立
合
で
下
車
を
刈
取
っ
て
き
た
と
と
、
②
ぞ
の
後
、

鶴
一
疎
付

(
滞
謹
)
ほ
柴
刈
・
下
草
刈
た
行
か
左
〈
念
っ
た
ζ

と
、
③
し
か
し
山
年
貢
ほ

納
め
て
い
る
e

山
一
ま
ま
で
通
わ
稲
倉
山
入
会
権
利
が
る
る
こ
と
を
主
張
し
た
も

の
で
あ
っ
之
。
簿
一
根
付
ぷ
立
入
権
を
も
っ
て
い
た
が
、
支
配
所
相
互
の
問
だ
争

い
が
あ
っ
て
立
入
を
中
絶
し
六

t
の
で
、

山
年
一
一
頁
一
を
納
め
て
い
る
こ
と
が
、
一
縦

倉
山
の
入
会
権
が
あ
る
ζ

と
の
根
拠
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

』
早
耳
利
百
藩
山
奉
行

d
、
り
て
の
申
出
に
よ
っ
て
白
根
野
村
ほ
か
稲
倉
山
第
の
正

屋
・
年
寄
乃
喝
係
者
だ
対
し
て
意
見
を
徴
寸
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
え
c

と
れ
だ
が
4

し
て
一
八
六
四
(
元
治
一
元
甲
子
)
年
三
月
た
一
鶴
原
村
之
義
金
山
a
u
f
円
高
者
集
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郷
隆
侯

一
向
後
鶴
原
村
よ
り
稲
倉
山
へ
入
込
不
申
候
穣
ニ
」
し
て
も
ム
J
U
4
-

い
と
強
硬
土
意
見
を
も
っ
て
対
抗
し
て
き
た
の
で
あ
る
c

と
と
ろ
が
鶴
原
村
ほ
同
年
四
月
晦
ヨ
、
岸
和
田
藩
山
奉
行
だ
山
郷
ウ
村
々
た

対
す
る
抗
議
を
提
出
し
、

山
手
一
一
一
貝
を
納
め
て
日
る
喫
係
品
川
N

d

ワ臨時国
Z
H
M
J

乙
稲
倉
山

都
に
相
違
乏
い
旨
を
主
張
し
て
屈
し
な
い
。

ぞ
と
で
山
奉
行
は
鶴
原
村
ろ
抗
議

に
基
つ
い
て
意
見
を
白
根
野
村
ほ
か
稲
倉
山
郷
。
村
々
の
関
係
者
に
徴
す
る
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
。

向
(
一
花
治
一
冗
甲
子
)
年
一

O
月
一
む
臼
だ
稲
倉
山
郷
の
主
産
・
年
寄
芯
酷
時
一
啄

村
が
山
年
貢
を
納
め
て
い
る
と
い
っ
て
加
る
の
は
、
田
町
一
原
村
に
あ

b
山
林
h
J
V
F

分

で
稲
倉
山
と
関
係
の
あ
る
も
の
で
乏
い
。
山
年
貢
は
鶴
窃
吋
で
新
し
/
¥
関
空
J
A
-

れ
た
土
地
に
対
す
る
山
年
震
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
稲
倉
山
の
経
費
だ
っ
山
て

t

鶴
原
村
が
負
担
し
て
き
で
い
な
い
と
と
は
、
鶴
原
村
が
稲
倉
山
富
M

で
な
い
証
拠

で
あ
る
c
ま
た
稲
倉
山
は
六

C
年
以
前
に
稲
倉
山
郷
と
土
丸
村
(
現
在
泉
佐
野



市
)
、

七
年
前
に
稲
倉
山
郷
と
瓦
屋
村
と
の
争
い
が
あ
っ
た
と
き
、
鶴
原
村
は

山
郷
で
左
く
、
争
い
の
経
費
も
か
け
て
い
な
い
し
、
相
談
会
合

K
も
出
席
し
て

い
念
h
と
ζ

ろ
か
ら
、
鶴
原
村
は
稲
倉
山
に
立
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
い

た
い
旨
、
山
奉
行

K
書
面
を
も
っ
て
返
答
を
し
た
の
で
る
る
。

そ
の
後
、
山
郷
の
関
係
の
村
々
で
古
川
U

記
録
を
記
べ
た
と
ζ

ろ
、
日
根
野
村

大
庄
屋
自
源
六
方
で
、

字
猿
子
畑
ト
申
所
ニ
付

稲
倉
山
郷
と
土
丸
村
と
差
合
之
義
有
之
候
節

取
謂
人

熊
取
谷

一
大
和
三
葵
亥
八
月

左

太

夫

鶴
原
村

正
左
ヱ
門

安
松
村

喜
左
エ
門

此
時
之
造
明
割

一
向
百
石
ニ
付

銀
四
袷
壱
匁
宛
掛
ん

其
節
も
柏
崎
原
村
は
右
山
郵
組
合
之
内
ニ
臨
時
銃
竪
候

(
以
下
省
略
)

の
記
録
が
発
見
さ
れ
た
。

一
六
八
一
二
(
夫
和
三
葵
亥
)
年
の
穏
倉
山
郷
と
土
丸

村
と
の
山
論
に
hu
い
て
は
、
鶴
原
村
は
熊
取
谷
・
安
松
村
と
と
も
に
第
三
者
(
取

調
人
)
と
し
て
関
係
し
、
稲
倉
山
入
会
紛
争
事
件
の
経
貨
の
分
担
に
も
関
係
し

て
い
左
い
と
と
が
明
白
と
左
司
た
。
鶴
原
村
が
稲
倉
山
入
会
山
に
立
入
を
認
め

よ
と
の
主
一
猿
は
と
こ
に
破
れ
、
入
会
紛
争
も
一
件
落
着
を
み
る
と
と
に
在
っ
た
。

稲
倉
山
文
久
三
年
の
入
会
紛
争
に
h
k

い
て
、
入
会
関
係
の
絵
図
面
は
残
っ
て

な
い
の
で
見
る
こ
と
は
で
き
乏
い
。
鶴
原
村
が
稲
倉
山
郷
を
椙
手
と
す
る
も
の

で
あ
る
の
で
大
庄
屋
が
話
会
h

を
し
、
詐
入
品
仰
が
崎
町
あ
か
4
3
い
の
で
、
最
和
田
藩

山
奉
行
に
拍
田
原
村
は
訴
え
た
の
で
あ
る
。
山
郷
で
念
い
と
い
う
証
拠
書
類
を

提
出
さ
れ
て
鶴
原
村
は
破
れ
た
の
で
る
る
e

八
訂
前
号
、

正
〉
八
六
号
一
五
ペ
ー
ジ
の
図

1
の
タ
イ
ト
ル
「
{
疋
杭
の
形
式
四
分
額
(
傍

藤
安
男
原
図
)
」
を
、

以
上
、
編
集
の
不
手
際
を
b
詑
び
し
、
前
記
の
よ
う
に
訂
正
さ
せ
て
い
宍
そ

き
ま
す
。

「
上
勝
町
の
旧
村
」
と
す
る
。

(
会
報
編
集
委
員
会
)
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